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ｍ

側道Ａ１数量表

項　　目 単位種　　別 摘　　要

10.8

1式あたり

ｍ2加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ表層工　t=5cm 1172.0

ｍ 16.0JIS規格型A3(破線)

JIS規格型A3(クロスマーク)

ｍJIS規格型A1(実線) 105.1

数　　量

路面標示工

上層路盤工(M-40)  t=10cm舗装工

下層路盤工(RC-40) t=20cm

ｍ2 1172.0

ｍ2 1172.0

ｍ 37.8JIS規格型A3(停止線)

ｍ2 8.4JIS規格型C3(止まれ)

基 2

ｍ2 0.6標識板 反射式B

標識柱撤去 D1-2

基標識柱 D1-2 2

ｍ2 0.6標識板撤去 反射式B-2

標識工

地先境界ブロック工 ｍ 102.8Ｄ

地先境界ブロック部

L型擁壁部

幅15cm換算

幅15cm換算

再利用材

材料再利用
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側　道　一　般　図（２）
【側道Ａ２】Fr-Rd(As)-5.00-214.56

縦　　断　　図 H=1：1250
V=1： 250

標 準 横 断 図 S=1：100

側道Ａ２数量表

項　　目 単位種　　別 摘　　要

1式あたり

ｍ2加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ表層工　t=5cm 1067.8

ｍ 5.0JIS規格型A3(破線)

ｍJIS規格型A1(実線) 130.7

数　　量

路面標示工

上層路盤工(M-40)  t=10cm舗装工

下層路盤工(RC-40) t=20cm

ｍ2 1067.8

ｍ2 1067.8

ｍ 6.0JIS規格型A3(停止線)

ｍ2 2.8JIS規格型C3(止まれ)

基 1

ｍ2 0.3標識板 反射式B

標識柱撤去 D1-2

基標識柱 D1-2 1

ｍ2 0.3標識板撤去 反射式B-2

標識工

地先境界ブロック工 ｍ 97.1Ｂ

一般部

調整池区間

幅15cm換算

再利用材

材料再利用

※ ※印は別途工事
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側　道　一　般　図（３）
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側道Ｂ１数量表

項　　目 単位種　　別 摘　　要

1式あたり

ｍ2加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ表層工　t=5cm 1375.4

ｍ 8.0JIS規格型A3(破線)

ｍJIS規格型A1(実線) 121.8

数　　量

路面標示工

上層路盤工(M-40)  t=10cm舗装工

下層路盤工(RC-40) t=20cm

ｍ2 1375.4

ｍ2 1375.4

ｍ 5.4JIS規格型A3(クロスマーク)

ｍ 6.5JIS規格型A3(停止指導線)

地先境界ブロック工 ｍ 89.0Ｂ

ｍ 4.2JIS規格型A3(丁字マーク)

一般部

調整池区間

幅15cm換算

幅15cm換算

※ ※印は別途工事
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側　道　一　般　図（４）
【側道Ｃ１】Fr-Rd(As)-5.00-205.25

S=1：1250平　　面　　図

側道Ｃ１数量表

項　　目 単位種　　別 摘　　要

1式あたり

ｍ2加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ表層工　t=5cm 698.9

数　　量

上層路盤工(M-40)  t=10cm舗装工

下層路盤工(RC-40) t=20cm

ｍ2 698.9

ｍ2 698.9

地先境界ブロック工 ｍ 38.8Ｂ

※ ※印は別途工事

側道Ｃ１数量表（別途工事）

項　　目 単位種　　別 摘　　要

1式あたり

ｍ2加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ表層工　t=5cm 1572.3

ｍ 4.0JIS規格型A3(破線)

ｍJIS規格型A1(実線) 33.4

数　　量

路面標示工

上層路盤工(M-40)  t=10cm舗装工

下層路盤工(RC-40) t=20cm

ｍ2 1572.3

ｍ2 1572.3

ｍ 5.4JIS規格型A3(クロスマーク)

ｍ 2.1JIS規格型A3(停止指導線)

幅15cm換算
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H=1：1250
V=1： 250

縦　　断　　図

標 準 横 断 図 S=1：100

側　道　一　般　図（５）
【側道Ｃ１】Fr-Rd(As)-5.00-205.25

※ ※印は別途工事

本工事区間 別途工事区間
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側　道　一　般　図（６）
【側道Ｃ２】Fr-Rd(As)-5.00-57.60

ｍ

側道Ｃ２数量表(別途工事)

項　　目 単位種　　別 摘　　要

5.1

1式あたり

ｍ2加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ表層工　t=5cm 385.7

ｍ 6.0標準型A3(破線)

標準型A3(停止指導線)

ｍ標準型A1(実線) 39.6

数　　量

路面標示工

上層路盤工(M-40)  t=10cm舗装工

下層路盤工(RC-40) t=20cm

ｍ2 385.7

ｍ2 385.7

標 準 横 断 図 S=1：100

縦　　断　　図 H=1：1250
V=1： 250

【側道Ｂ２】Fr-Rd(As)-5.00-104.06

側道Ｂ２数量表

項　　目 単位種　　別 摘　　要

1式あたり

ｍ2加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ表層工　t=5cm 490.7

ｍ 5.0JIS規格型A3(破線)

ｍJIS規格型A1(実線) 37.2

数　　量

路面標示工

上層路盤工(M-40)  t=10cm舗装工

下層路盤工(RC-40) t=20cm

ｍ2 490.7

ｍ2 490.7

ｍ 2.3JIS規格型A3(停止指導線)

※ ※印は別途工事
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ｍ

側道Ｄ１数量表（別途工事）

項　　目 単位種　　別 摘　　要

10.8

1式あたり

ｍ2加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ表層工　t=5cm 1191.3

ｍ 19.0JIS規格型A3(破線)

JIS規格型A3(クロスマーク)

ｍJIS規格型A1(実線) 116.1

数　　量

路面標示工

上層路盤工(M-40)  t=10cm舗装工

下層路盤工(RC-40) t=20cm

ｍ2 1191.3

ｍ2 1191.3

ｍ 30.6JIS規格型A3(停止線)

ｍ2 8.4JIS規格型C3(止まれ)

側道Ｄ１数量表

項　　目 単位種　　別 摘　　要

1式あたり

数　　量

基 2標識柱撤去 D1-2

ｍ2 0.6標識板撤去 反射式B-2
標識工

※ ※印は別途工事

暫定形施工

暫定形施工　ビニールハウス部

材料再利用

幅15cm換算

幅15cm換算

ｍ2 0.6標識板 反射式B

基標識柱 D1-2 2
標識工

再利用材
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事務所名
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側　道　一　般　図（８）
【側道Ｄ２】Fr-Rd(As)-5.00-205.25

側道Ｄ２数量表（別途工事）

項　　目 単位種　　別 摘　　要

1式あたり

ｍ2加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ表層工　t=5cm 2103.6

ｍ 5.0JIS規格型A3(破線)

ｍJIS規格型A1(実線) 32.6

数　　量

路面標示工

上層路盤工(M-40)  t=10cm舗装工

下層路盤工(RC-40) t=20cm

ｍ2 2103.6

ｍ2 2103.6

ｍ 10.8JIS規格型A3(停止線)

ｍ2 2.8JIS規格型C3(止まれ)

側道Ｄ２数量表

項　　目 単位種　　別 摘　　要

1式あたり

数　　量

基 1標識柱撤去 D1-2

ｍ2 0.3標識板撤去 反射式B-2
標識工

※ ※印は別途工事

幅15cm換算

材料再利用

ｍ2 0.3標識板 反射式B

基標識柱 D1-2 1
標識工

再利用材
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側　道　一　般　図（９）
【側道Ｄ２】Fr-Rd(As)-5.00-205.25

※ ※印は別途工事
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 / 側 道 工 詳 細 図

側道工詳細図
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路　面　標　示　工 S=1：50 地先境界ブロック工Ｄ地先境界ブロック工Ｂ S=1：20

項　　目 種　　別 摘　　要

数量表

基礎砕石

D

RC-40

単位

m3

数　量

0.25

10ｍ当たり

地先境界ブロック 個 16.5

基礎コンクリート D1-1 m3 0.2

型　　枠 m2 2.0

JIS規格型A3(丁字マーク) JIS規格型C3(止まれ)

JIS規格型A3(クロスマーク)

S=1：20

150×120×600

項　　目 種　　別 摘　　要

数量表

基礎砕石 RC-40

単位

m3

数　量

0.25

10ｍ当たり

舗装止めブロック 個 10.0

調整モルタル 1：3 m3 0.03

150×200×1000

標 識 撤 去 工 S=1：50標 識 設 置 工 S=1：50

項　　目 種　　別 摘　　要

標識板撤去数量表
単位 数　量

１枚当たり

標識板撤去 m2 0.28反射式B-2

項　　目 種　　別 摘　　要

標識柱撤去数量表

基礎コンクリート 無　筋

単位

m3

数　量

0.1

１基当たり

標識柱撤去 m 3.0φ60.5×2.3t

項　　目 種　　別 摘　　要

標識板数量表
単位 数　量

１枚当たり

標識板 m2 0.28反射式B

項　　目 種　　別 摘　　要

標識柱数量表

基礎コンクリート 無　筋

単位

基

数　量

1

１基当たり

標識柱 m 3.0φ60.5×2.3t

基礎砕石 m3 0.02RC-40

項　　目 種　　別 摘　　要

材料表
単位 数　量

1箇所あたり

路面標示工 m2 0.63

m 4.2

W=30cm 溶融式

幅15cm換算
JIS規格型A3

項　　目 種　　別 摘　　要

材料表
単位 数　量

1箇所あたり

路面標示工 m2 0.81

m 5.4

W=30cm 溶融式

幅15cm換算
JIS規格型A3

項　　目 種　　別 摘　　要

材料表
単位 数　量

1箇所あたり

路面標示工 m2 2.79溶融式

JIS規格型C3

JIS規格型A3(停止線)

JIS規格型A3(停止指導線)

JIS規格型A1(車道外側線)

JIS規格型A3(視線誘導標示)

項　　目 種　　別 摘　　要

材料表
単位 数　量

10mあたり

路面標示工 m2 4.50

m 30.0

W=45cm　溶融式

幅15cm換算
JIS規格型A3

項　　目 種　　別 摘　　要

材料表
単位 数　量

10mあたり

路面標示工 m 10.0W=15cm ペイント式

JIS規格型A1

項　　目 種　　別 摘　　要

材料表
単位 数　量

10ｍあたり

路面標示工 m 10.0W=15cm　溶融式

JIS規格型A3

項　　目 種　　別 摘　　要

材料表
単位 数　量

10mあたり

路面標示工 m 10.0W=15cm　溶融式

JIS規格型A3

再利用材

再利用材

材料再利用

材料再利用

10　/　24

上信越自動車道
屋代スマートＩＣ工事

10 / 24



1
00

100

400 1100

1500

プレキャスト防護柵基礎(H=700)

7
00

20

調整モルタル(1：3)

基礎コンクリート(D1-1)

基礎砕石(RC-40)

Gr-A-2B(舗装工事)

1
00

1
00

100 1500 100

1700

10

2000 2000 2000

10000 １ブロック　2000@5=10000 10 10000

7
00

20
1
00

1
00

10

2000 2000

10000 １ブロック　2000@5=10000 10 10000

20002000

調整モルタル(1：3)

基礎コンクリート(D1-1)

基礎砕石(RC-40)

プレキャスト防護柵基礎(H=700)

プレキャスト防護柵基礎(H=700)

1
00

100

400 1100

1500

プレキャスト防護柵基礎(H=700)

7
00

20

調整モルタル(1：3)

Gr-A-2B(舗装工事)

Lw-EPS-0.40-1.30

コンクリート床版

2000

2000 2000

2000 2000

瀝青繊維質板 t=10mm

瀝青繊維質板 t=10mm

300

コンクリートシール
t=100

(EPS工にて計上)
コンクリートシール

S
T
A

S
T
A
 
4
5
5

B
C
 
 
S
T
A
 
4
5
4
+
9
2
.
51
4

R
=
6
0
0
0
 
 
L
=
5
3
.
63
2

E
C
 
 
2
5
-
0
 
 
S
T
A
 
4
5
5
+
4
6
.1
46

S
T
A
 
4
5
6

B
P
 
 
2
5
-
0
 
 
S
T
A
 
4
5
5
+
5
3
.6
32

R
=
∞

 
 
L
=
7
5
6
.
5
61

E
P
 
(
A
)
S
T
A
 
4
+
7
9
.
16
6

(

S
T
A
 
4
6
2

(
B
)
S
T
A
 5

E
C
 
 
1
-
0
 
(
B
)
S
T
A
 
4
+5
9
.1
33

R
=
∞

 
 
L
=
1
0
1
.
7
69

E
P
 
(
B
)
S
T
A
 
5
+
6
0
.
90
2

上信越自動車道

屋代スマートＩＣ詳細設計

図面の種類

縮　　尺

設計会社名
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1：50

 / プレキャスト防護柵基礎工詳細図

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ防護柵基礎工詳細図

/ 2511

S=1：50

一　般　部

一　般　部　側　面　図

平　面　図

項　　目 種　　別 摘　　要

材　料　表

調整モルタル 1：3

単位

m3

数　量

0.3

10m当たり

プレキャスト防護柵基礎 個 5.0A種　H=700

基礎コンクリート D1-1 m3 1.7

型　　枠 m2 2.0D

基礎砕石 RC-40 m3 17.0

Gr-A-N(P)-28.00

STA.455+44.519～STA.455+90.000

Gr-A-N(P)-6.11

STA.461+76.085～STA.461+82.185

位　置　図 S=1：1,000

Gr-A-N(P) Gr-A-N(P)(W)

0.3

5.0

-

-

-

Gr-A-N(P)-28.07

STA.462+19.331～STA.462+47.987

Gr-A-N(P)-37.82(W)

STA.461+82.185～STA.462+19.331

位　置　図 S=1：50

Gr-A-N(P)
Ｅ Ｐ Ｓ 上 部
Gr-A-N(P)(W)

項　　目 種　　別 摘　　要

数量表

Gr-A-N(P)(W)

単位

m

数　量

37.8
ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ構造物工

m 62.2Gr-A-N(P)

設計条件

 N／mm2

常  時

安全性の照査

衝  突  時

土  の  内  部  摩  擦  角

鉄筋許容引張応力度

転倒 安 全 率

滑動 安 全 率

滑動 安 全 率

F＞1.5

F＞1.5

F＞1.5

180.0（270.0）
-

転倒 安 全 率

30.0°

F＞1.5

 kN／m3

 N／mm2

 N／mm2

 kN／m2

 kN／m3

土

コンクリート設計基準強度

コンクリート許容曲げ圧縮応力度

上     載     荷     重

鉄筋コンクリート
単位体積重量

19.0

14.0（21.0）

40.0

24.5

10.0

衝    突    荷    重

項 　 　 　 　 　 　 目

A種

数　　　値

kN

単位

55.0

※ （  ）内は衝突時の許容値を示す。

瀝青繊維質板 t=10mm m2 0.08 0.08

（ｔ＝１０ｃｍ） m2 19.4コンクリートシール工

コンクリートシール工

(t=10cm)-8.40

コンクリートシール工

(t=10cm)-8.42
コンクリートシール工

(t=10cm) - 1.83
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小動物侵入対策工

数 量 表

名　　　称

プラスチックネット

結束バンド

480g φ3.0mm

規　　格

枚

単位

本

適　　用数　量

 5

20

10m当り

L=2050 H=400

L=300 W=7.5
ナイロン66
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路線バス

を除く
300ｍ先

ー

G110-1

STKφ139.8*4.5STKφ139.8*4.5STKφ139.8*4.5

SEE DS66

F3

10

10

R5
0

R5
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S=1：50

標識設置工・撤去工　数量表
工　　種 規　　格 単位

数　　量
備　　考

上り線 下り線

標識基礎ぐい 設置工 鋼管(STK) φ457.2×9.5 4.0m/本 本･m 2

標識柱 設置工 A1・H250 基･kg 標識柱 A1

標識柱 撤去工

片持式・門型式以外

A1 基 標識柱撤去工 標識柱A1

B1 基 標識柱撤去工 標識柱B1

D1-1 基 標識柱撤去工 標識柱D1-1

D3-1 基 標識柱撤去工 標識柱D3-1

D3-2 基 標識柱撤去工 標識柱D3-2

D3-3 標識柱撤去工 標識柱D3-3

標識板 撤去工

反射式標識板A

1

8.0

標識板・反射式 設置工 反射式標識板A 単柱又は複柱3～5m未満

片持式・門型式以外

G1

H250

H100

STK φ101.6

AL　φ34.0

STK φ34.0

STK φ114.3

H100

2

3

反射式標識板B

1

3

4

5

仮設標識工
A

B

基

基

基

基

m2

m2

m2

m2

枚

枚

m2

m2

1 789.8

仮設標識工 A

仮設標識工 B

標識板撤去工 反射式B-1

標識板撤去工 反射式B-3

標識板撤去工 反射式B-4

標識板撤去工 反射式A-1

標識板撤去工 反射式A-2

標識板撤去工 反射式A-3

標識板撤去工 反射式B-5

標識柱撤去工 標識柱G1

反射式 A12.1

1

1

6

2

1

1

12.1

2.0

2.1

1.1

6

2

1.3

8

2

6

1

6

1

6

IC方面

路線バス

除雪作業用標識

非常電話前後300m

車線規制予告

標識柱撤去工 標識柱G1 標識柱撤去工 標識柱D1-1 標識柱撤去工 標識柱D3-3

標識工一般図(2)
撤去工
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設計会社名

施工会社名
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図　示

 / 

仮設防護柵工詳細図（１）
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仮設防護柵工詳細図（１）

平　面　図 S=1：1,250

【凡例】
既設防護柵撤去

仮設防護柵等設置

既設防護柵利用

数　量　表

項　　目 単位種　　別 摘　　要
Ａランプ

1式あたり

箇所交通安全施設工 Gc-A-T1 1.0

ｍ仮設防護柵 176.0

数　　量

Ｄランプ

路肩固定規制（設置）Ａ

1.0

240.0

標 準 横 断 図 S=1：250

Ａ・Ｄランプ変速車線

基クッションドラム 2.0

2.0

ｍチューブライト 176.0

240.0

路肩固定規制（保守）Ａ

クッションドラム

チューブライト
路肩固定規制（保守）Ｄ

ｍ仮設防護柵路肩固定規制（設置）Ｄ

基

ｍ
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Gc-A-T1(新設)
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図　示

 / 

仮設防護柵工詳細図（２）
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仮設防護柵工詳細図（２）

【凡例】
既設防護柵撤去

仮設防護柵等設置

既設防護柵利用

数　量　表

項　　目 単位種　　別 摘　　要
Ｂランプ

1式あたり

箇所交通安全施設工 Gc-A-T1 1.0

ｍ仮設防護柵 192.0

数　　量

Ｃランプ

1.0

256.0

ｍクッションドラム 2.0

路肩固定規制（設置）Ｂ

2.0

ｍ防音シート工 － 388.0

標 準 横 断 図 S=1：250

平　面　図 S=1：1,250

Ｂ・Ｃランプ変速車線

ｍチューブライト 192.0

256.0

路肩固定規制（保守）Ｂ

防音シート工Ａ

路肩固定規制（設置）Ｃ ｍ仮設防護柵

ｍクッションドラム

ｍチューブライト
路肩固定規制（保守）Ｃ
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 / 仮設防護柵工詳細図（３）

仮設防護柵工詳細図（３）
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正　面　図断　面　図

仮設防護柵工詳細図 S=1:50

種　　　別 単位 摘　　要数　量

8ｍ当り

規格・寸法

仮設防護柵工材料表

ガードレール

ガードレール支柱

ガードレールブラケット

ブラケット取付ボルト

ビーム継合用ボルト

Ｈ　型　鋼

ジョイントプレート

ジョイント用ボルト

ポスト固定ボルト

ポスト主軸ボルト

設計条件

 N／cm2単管の降伏強さ

N/m2

 N／cm2

 N／cm2

-

単管の許容曲げ応力度

単管の許容せん断応力度

充　　　　 実　　　　率

275.6

23520

1.00

基　　 準 　　風 　　速

項 　 　 　 　 　 　 目 数　　　値単位

14.0m/sec

-基　 本 　風 　力 　係 　数 2.00

設　  計  　風  　圧  　度

12740

35280

正　面　図断　面　図

防音シート工詳細図 S=1:50

アンカー用アングル

アングル取付ボルト

アンカーピン

Gr-A-2B

□125×125×t4.5×500

t6×70×300

M20×160

M16×35

H300×300×10×15×7990

ジョイントプレート

ジョイント用ボルト

ポスト固定ボルト

ポスト主軸ボルト

アンカー用アングル

アングル取付ボルト

アンカーピン

枚

本

個

本

本

本

本

本

本

本

本

本

本

2.00

4.00

4.00

4.00

24.00

1.00

2.00

8.00

4.00

4.00

8.00

8.00

8.00

種　　　別 単位 摘　　要数　量

10ｍ当り

規格・寸法

防音シート工材料表

防音シート

支　　柱

控え支柱

水平支柱

Ｈ　形　鋼

支柱接続クランプ

Ｈ鋼接続クランプ

スペーサー

充実率：1.00

φ48.6×2.4×2050

φ48.6×2.4×1300

φ48.6×2.4

H-300×300

端太角　L=1000

枚

本

本

ｍ

ｍ

個

個

本

19.50

5.00

5.00

30.00

20.00

30.00

30.00

5.00

φ48.6×2.4×550 本 5.00

φ48.6×2.4×1900 本 5.00

支給材

支給材

支給材

支給材

支給材

支給材

支給材

支給材

支給材

支給材

支給材

支給材

支給材
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Ds-PuL(S1)-0.45・0.45-76.25

Ds-PuL(S1)-0.45・0.45-8.10

As-C-6.99 As-C-6.49

Di-L-6.00

Ds-PuL(S1)-0.30
・0.30-25.90

Dv-Pu-0.24・0.24-2.44

P-Vs-0.50・0.50-4.00

立入防止柵-94.45

Dv-Pu-0.24・0.24-13.08

落下防止柵-20.00

Di-L-6.00 Di-L-6.00

Dv-Pu-0.24・0.24-12.84

立入防止柵-209.25

カルバート門扉
立入防止柵
出入口

立入禁止板

立入防止柵-207.22

カルバート門扉 立入防止柵出入口

Di-L-6.00

立入禁止板

立入防止柵-72.82

As-C-7.45 As-C-7.54

Di-L-6.00

立入防止柵-98.64

As-C-6.99 As-C-6.49

立入防止柵-177.27

カルバート門扉

As-C-7.54

As-C-7.45

カルバート門扉

As-C-8.98As-C-6.30

Ds-PuL(S1)-0.30
・0.30-3.83

Ds-PuL(S1)-0.45・0.45-73.95

Rw-Cb(W)-18.47 Rw-Cb(W)-19.24

立入防止柵-206.99 立入防止柵-84.90

落下防止柵-24.00

PCV(1)0.24-16.43

Dv-Pu-0.24・0.24-16.43

落下防止柵
-24.00

Di-L-6.00 Di-L-6.00

立入防止柵出入口

立入り禁止板

立入防止柵出入口

立入り禁止板

落下防止柵-24.00

Dc^(D)-0.70
・0.70・0.70

Ds-PuL(S1)-0.30-0.30-59.95

Rw-L-A-102.19

Rw-L-A-33.21 Ds-Pu-0.36・0.36-233.25

Ds-Pu-0.36-0.36-32.25

PCV(1)0.36-4.02

PCV(1)0.36-16.00

Ds-Bf-0.50・0.32-223.52

Ds-Bf-0.50・0.32-36.23

P.C.C.B-24.59 P.C.C.B-24.57

PCV(1)0.36-10.11

PCV(1)0.36-3.01

PCV(1)0.36-7.96

PCV(1)0.36-21.57

PCV(1)0.36-4.03

PCV(3)0.50-2.00

PCV(3)0.50-9.21

PCV(3)0.50-3.57

PCV(1)0.36-3.03

PCV(1)0.24-13.08

PCV(3)0.50-5.35

遮音壁I-P(H=2.0m)S-77.82m

遮音壁I-P(H=2.0m)S(A)-30.16m

遮音壁I-B1-O-2
(H=2.0m)MI-27.20m

油水分離ます

Ds-PuL(S1)-0.30
・0.30-8.16

油水分離ます 油水分離ます 油水分離ます

油水分離ます 油水分離ます 油水分離ます 油水分離ます

Ds-PuL(S1)-0.30・0.30-6.29 Ds-PuL(S1)-0.30・0.30-64.27

Ds-PuL(S1)-0.45
・0.45-6.44

Ds-PuL(S1)-0.30
・0.30-2.13　

Ds-PuL(S1)-0.30
・0.30-26.16

Ds-PuL(S1)-0.30
・0.30-5.48

アスファルト舗装版撤去(ｔ＝5cm)-3888.22m2

Ds-PuL(S1)-0.30
・0.30-5.06

Ds-PuL(S1)0.30
・0.30-23.86

Ds-PuL(S1)-0.45・0.45-5.70

Ds-PuL(S1)-0.30
・0.30-18.93

Ds-PuL(S1)-0.30
・0.30-9.95

Ds-PuL(S1)-0.45
・0.45-5.34

Ds-PuL(S1)-0.30・0.30-80.03
Ds-PuL(S1)-0.45
・0.45-5.29

P-Vs-0.80・1.10-6.00

P-CVs-0.80・1.10-6.00

P-CVs-0.80・1.00-10.00

P-Vs-0.40・0.90-6.00

P-CVs-0.40・0.80-14.00

P-CVs-0.60
・1.10-4.00

P-CVs-0.60
・1.10-2.00

P-Vs-1.30・1.10-8.00

P-CVs-1.30・1.10-8.00

P-CVs-1.30・1.00-6.00

P-Vs-0.40・0.80-7.00

P-CVs-0.40・0.70-15.00P-CVs-0.50・0.70-14.00P-CVs-0.40・0.40-18.00

P-CVs-0.60
・1.00-4.00

P-CVs-0.60・1.10-2.00

遮音壁I-F(H=2.0m)MS-68.07m

遮音壁I-B1 (H=2.0m)MI-16.00

遮音壁I-P(H=2.0m)MS-96.61m

舗装版切断延長L＝6.87

舗装版切断延長L＝3.66

舗装版切断延長L＝6.95

舗装版切断延長L＝3.80

舗装版切断延長L＝5.18

アスファルト舗装版撤去(ｔ＝5cm)-4761.49m2

立入防止柵出入口

立入り禁止板

舗装版切断延長L＝7.52舗装版切断延長L＝5.38

舗装版切断延長L＝7.66舗装版切断延長L＝4.46

Rw-G-A Rw-G-A Rw-G-A Rw-G-A

油水分離ます

Rw-G-A

Rw-G-A Rw-G-A Rw-G-A Rw-G-A Rw-G-A

油水分離ます

P-Vs-0.60
・1.00-2.00

P-Vs-0.60・0.90-2.00

P-CVs-0.60
・0.90-4.00

Rw-G-C

P-Vs-0.60
・0.90-4.00

Rw-G-B

P-Vs-0.60
・0.90-2.00

P-Vs-0.60
・1.00-2.00

Ds-Pu(S1)-0.30・0.30・58.01Ds-Pu(S1)-0.30・0.30-36.14

Dc^-0.50
・0.50・0.50

Dc^(G1)-0.50
・0.50・0.90

油水分離ます

Dc^(D)-0.70・0.70・0.70

Ds-PuL(S1)-0.45・0.45-7.24

Dc^-0.80・0.80・1.10

Dc^-0.80・0.80-1.10

Ds-PuL-0.60・0.60-5.34Ds-PuL-0.30・0.30-62.16

Dc^(D)-0.70・0.70・0.70

Ds-PuL(S1)-0.30・0.30-13.96

Ds-PuL(S1)-0.45・0.45-40.23

Ds-PuL(S1)0.30-0.30-7.04

P-CVs-0.4・0.70-6.00

P-CVs-0.4・0.80-14.00

P-Vs-0.40
・0.80-2.00

P-CVs-1.30
・1.00-6.00

P-CVs-1.30
・1.10-6.00

P-Vs-1.30
・1.10-8.00

P-CVs-0.40
・0.70-12.00

P-Vs-0.40
・0.80-7.00

RW-G-A

Gr-A-2E-9.00

立入防止柵-92.51

Ds-U-0.60・0.90-13.00

引込柱

Gc-A-4B-32.00

Gc-A-T1

Gc-A-7E-77.00

Gc-A-T1

Gc-A-7E-94.10

Gc-A-T1

As-C-65.00

As-C-72.27

Gr-A-4E-34.90

As-C-25.21

Gc-A-7E-165.90

Gc-A-T1

Ds-U-0.60・0.90-8.30

Ds-U-0.60・0.90-6.60

Ds-U-0.60・0.90-7.00

P-CVs-1.30・1.00-7.42

P-CVs-0.40・0.70-7.42

Ds-U-0.40・0.40-3.63

Ds-U-1.30・1.00-11.16

Ds-U-0.40・0.30-11.07

Ds-U-0.40・0.30-7.31

Ds-U-0.50・0.40-2.95

Ds-U-0.50・0.45-3.44

視線誘導標A2-1-7 視線誘導標A2-1-5

視線誘導標A2-1-2 視線誘導標A2-1-4視線誘導標A2-1-4

遮音壁管理用階段
V-ST-1.8

遮音壁V-D

Gc-A-7E
-6.50

Gc-A-4B
-24.00

Gc-A-7E
-23.00

Gc-A-4B
-28.00

Gc-A-7E
-7.00

Gc-A-4B
-24.00

Gc-A-4B
-24.00

Gc-A-7E
-31.50

Gc-A-4B
-24.00 Gc-A-7E-63.00 Gc-A-7E-96.70

距離標C2 距離標C2

距離標C2

距離標C2 距離標C2

距離標C2 距離標C2

防草シート(W=2.0m)-1234.6m2

防草シート(W=3.0m) -2106.4m2

上信越自動車道

屋代スマートＩＣ詳細設計

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社　関東支社

長　野　工　事　事　務　所

図面番号

株式会社　横浜コンサルティングセンター

1：2,500

 / 撤 去 工 平 面 図 S=1：2,500

撤去工平面図
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　として参考図とする
※コンクリート取壊し工及び防草シート撤去は率計上
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e

土
留
壁

b

遮
音
板

a

4000

(存置)鋼管 φ406.4　

CH-194*150*6*9*3450

d

遮音壁I-P(H=2.0m) S=1:100

C

450

a b種別
項目

遮音壁I-P(H=2.0m)S (Co板)4×500 2×500

遮音壁I-P(H=2.0m)S(A)

寸 法 表

D

3450

遮音壁I-P(H=2.0m)MS

e

4000 (支柱)H-194*150*6*9

摘要

500(Co板)4×500 3×500 4000 4500 (支柱)H-194*150*6*9

4502×500 3450 4000
(金属板)2×500

(Co板)2×500

(支柱)H-194*150*6*9

(遮音盤)金属板:上 Co板:下

遮音壁　I-P(H=2.0m)S

数 量 表 10m当り

項目 鋼材（kg）

264.00

遮音壁I-P(H=2.0m)S(A) 499.00

遮音壁I-P(H=2.0m)MS 264.00

土留版撤去(枚)

5

8

5

摘　要

遮音版移設

遮音版移設

遮音版移設

1
00
0

土
留
壁

2
*5
00
=1
00
0

遮
音
板
(
金
属
)

2
*5
00
=1
00
0

4000

3
50H-150*150*7*10*3350

3
35
0

遮音壁I-F(H=2.0m)MS S=1:100

遮
音
板
(
co
)

2
*5
00
=1
00
0

2
00

(存置)コンクリート基礎

数 量 表 10m当り

鋼材（kg） 摘　要土留版撤去(枚)

5262.5遮音壁　I-P(H=2.0m)MS

項目

遮音版移設

1
00
0

土
留
壁

2
*5
00
=1
00
0

遮
音
板
(
金
属
)

4
*5
00
=2
00
0

4000

3
50H-150*150*7*10*3350

3
35
0

遮音壁I-B1(H=2.0m)MI S=1:100

数 量 表 10m当り

鋼材（kg） 土留版撤去(枚)

5262.5遮音壁　I-P(H=2.0m)MS

項目

(存置)コンクリート基礎

摘　要

遮音版移設

320320

H-125*125*6.5*9*2595

遮音壁I-B1-O-2(H=2.0m)MI S=1:100

2000

2
50

土
留
壁

5
50

遮
音
板
(
金
属
)

4
*5
00
=2
00
0

数 量 表 10m当り

鋼材（kg） 土留版撤去(枚)

5262.5遮音壁I-B1-O-2(H=2.0m)MI

項目 摘　要

遮音版・支柱移設

45

H-125*125*6.5*9*2595

4000

2
00
0

1
94
0

9
65

60

9
65

10

主柱□-75x75x3.2

エキスパンドメタル

139 3721 140

数 量 表 10m当り

鋼材（kg） 摘　要

34.0落下物防止柵

項目

落下物防止柵 S=1:100

撤去工詳細図

上信越自動車道

屋代スマートＩＣ詳細設計

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社　関東支社

長　野　工　事　事　務　所

図面番号

株式会社　横浜コンサルティングセンター

図　示

撤去工詳細図

/

　として参考図とする
※コンクリート取壊し工及び防草シート撤去は率計上
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D-K-R-0+80

D-K-R-0+84.374
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D-K-R-1+00
D -K-R-1+8.749

D -K-R-1+10D -K-R-1+20
D -K-R-1+30

D -K-R-1+40

D -K-R-1+50

D -K-R-1+58.749

D -K-R-1+60

D -K-R-1+70

D -K-R-1+80

D -K-R-1+90

D -K-R-2+00

D -K-R-2+10

D -K-R-2+20

D -K-R-2+30

D -K-R-2+38.706
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D -K-R-2+60
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E-K-L-0+00
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E-K-L-0+20

E-K-L-0+30
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E-K-L-0+50

E-K-L-0+60

E-K-L-0+70

E-K-R-0+00

E-K-R-0+5

E-K-R-0+10

E-K-R-0+15

E-K-R-0+20

E-K-R-0+30

E-K-R-0+40

E-K-R-0+50

E-K-R-0+60

E-K-R-0+70

F-K-L-0+80

F-K-L-0+90

F-K-L-1+00

F-K-L-1+10

F-K-L-1+15

F-K-L-1+20

F-K-L-1+24

F-K-R-0+80-1F-K-R-0+80-2

F-K-R-0+80-3

F-K-R-0+90-1F-K-R-0+90-2
F-K-R-0+90-3

F-K-R-1+00-1F-K-R-1+00-2
F-K-R-1+00-3

F-K-R-1+10

F-K-R-1+20

J -K-L-45 5+81.899

J -K-L-456+00
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J -K-R-461+77

B -K-R-2+80.824

B -K-R-2+81.346

B -K-R-2+83.535
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N=10 (撤去)用地境界くい N=24 道路敷界鋲 N=2

Cランプ

(設置)道路敷界くい N=27 道路敷界鋲 N=9

(撤去)用地境界くい N=2

(設置)道路敷界くい N=5

下り線 本線単一部(終点側)

道路敷界鋲 N=6

(撤去)用地境界くい N=3 道路敷界鋲 N=9
上り線 本線単一部(起点側)

(設置)道路敷界くい N=7 道路敷界鋲 N=6
(撤去)用地境界くい N=26

Aランプ

(設置)道路敷界くい N=26
道路敷界鋲 N=2

(撤去)用地境界くい N=7

(設置)道路敷界くい N=9

環道部

(撤去)用地境界くい N=29 道路敷界鋲 N=6
Bランプ

(設置)道路敷界くい N=28 道路敷界鋲 N=7
道路敷界鋲 N=3

(撤去)用地境界くい N=2

(設置)道路敷界くい N=5

上り線 本線単一部(終点側)
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上信越自動車道

屋代スマートＩＣ詳細設計

図面の種類

縮　　尺

設計会社名

施工会社名

事務所名
東日本高速道路株式会社　関東支社

長　野　工　事　事　務　所

図面番号

株式会社　横浜コンサルティングセンター
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 / 用地境界くい撤去・設置図 S=1：2,500

用地境界くい撤去・設置図
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凡　例

用地境界くい詳細図

(設置)道路敷界くい (撤去・設置)道路敷界鋲S=1:20 S=1:4

種　別

項　目 撤　去 設　置

用地境界くい 道路敷界鋲 道路敷界くい 道路敷界鋲

上り線 本線単一部(起点側)

上り線 本線単一部(終点側)

下り線 本線単一部(起点側)

下り線 本線単一部(終点側)

Aランプ

Bランプ
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